
＜高付加価値型農業の実践を行っている事例＞

○「和から輪へ、守ろう豊かなこの大地！！」

１．集落協定の概要

新潟県長岡市一之貝市町村･協定名
ながおかしい ち のかい

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
97.3 水稲ha

交 付 金 額 個人配分 50 ％
2,037万円 農用地の維持管理 30 ％共同取組活動

集落マスタープランの将来像を実現する経費 15 ％（ ）50％
役員報酬・その他 5 ％

農業者 125 人、一之貝農業生産組合（構成員125人）協定参加者

２．取組に至る経緯

一之貝集落は、新潟県長岡市（旧栃尾市）の東山山麓にあり、集落は高齢化の進展と

後継者不足から、農地の荒廃は進行し集落活動は少なくなってきた状況にあった。

そこで、中山間地域等直接支払制度の第２期対策を契機に、集落では、営農維持を目

、 、的とした生産組織の設立 集落の活性化として高付加価値農業の推進や特産作物の栽培

都市との交流を行うことを目指し取り組んでいくこととした。

３．取組の内容

協定締結当初、地域では個々の取組として、特別栽培米やアイガモ農法による有機栽

培米等を新潟市内の実需者等に販売を行ったり、女性が共同で畑を借り入れてサトイモ

を生産し地元直売所等で販売するなど様々な活動が行われてきたが、集落全体の活動に

は至っていなかった。

しかし 近年は 中越大震災の復興活動でつながりのある千葉市高洲団地の住民や 地、 、 「

域づくりインターン事業」で２週間集落に滞在していた東京の大学生との農業体験を通

じた交流など、活発になってきた交流活動を通じて、共同で取り組む活動が増えたこと

により集落のまとまりが強くなり、個々に行われてきた活動を連携させて、集落全体で

総合的な「一之貝ブランド」を作り上げていこうと取り組んでいる。

また、集落の担い手である認定農業者や意欲的な兼業農家、定年退職者を中心に生産

組織を立ち上げ、高齢者等からの農地の受け入れを始めている。

さといもの収穫 稲刈り体験



［集落の将来像]
住民全員が参加する集落営農を目指すことにより、耕作放棄を防ぎ、農地の集積を進めるとともに、○
都市部との交流を行い、豊かな自然や安全な農産物の生産拡大をＰＲする。

［将来像を実現するための活動目標]
○生産組織育成による営農体制の整備
○都市との交流促進による集落活性化

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

田97.3ha 周辺林地の下草刈り 生産組織による共同生産農地の耕作・管理（ ）
（約1.5ha、年1回） （田の共同利用7.5ha（7.7％）

実施、目標23ha)個別対応・生産組織対応
共同対応

共同取組活動
水路・作業道の管理
・生コン舗装1,100m 景観作物作付け
・U字溝敷設400m ・コスモスを作付け 生産組織への農地集積
・ポリドカン敷設、周辺草刈 グリーン・ツーリズム (利用権設定及び農作業受委託

・林間学校受入 に係る説明会開催(年1回))

共同取組活動 共同取組活動
共同取組活動

農地法面の定期的な点検
（年２回及び随時）

共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題等

豊かな自然を利用した安全な農産物の販売ルートは築くことができたが、未だに後

継者不足の課題は解決できていない。

また、都市部との交流により集落全体がまとまり活性化してきているが、交流活動

の継続に向けた受入体制づくりが課題となっている。

［平成21年度までの主な成果]
○ 農業機械（トラクター、田植機、乾燥機、調製機）の共同利用（当初0ha、目標23ha、H21実績7.5ha）
○ 生産組織の中心となる認定農業者の育成（当初2人、目標3人、実績5人）
○ 高付加価値農業の推進
・特別栽培米の作付けを推進（当初0.5ha、目標3ha、実績4.51ha）
・アイガモ農法（当初1ha、目標1ha、実績1.2ha）

○ 女性グループによる特産物
・ さといも」等生産（H21実績23a）「

○ 景観作物の作付け
・コスモス、ひまわりの栽培（H21実績 ）10a


